





































































































































































    例数平均年令偲嫡(Broca)慰闘訪量%
     ♂40一鉾綿i12296一1.51z7+5.09一
     ♂如'主以1∫マ45ゴ.5一1.421.8+2.75『
     ♀40を未満92Z臼十α522.5+451一■
     ♀如懲り、上755.5一1.225.0+5.16一











































































    螂旨肪量'瀞・例数心臓横径
   無“控.〇十α91一
    15%以下有ろ控.5・+409}
   無2512.3+〔168}
    可5～30%有1214、4十t15}
   無て213.1+t30一
    50%以上有て6147+t56一
 第5表響灘)
 榔繍(背鰍揖)   生体脂肪量例数
    15%以下1て右“■1α5十α21一
  左てα9十α25一
    15～50%25右1〔L4十α26一
  左1〔L8十a28}
    509以上て2右98十〇.ろ7}
  左てα2十a52一
 第4表蝉潮橿と'O可市魔女
    生体脂抜量羅例数心肺係数(%)
   無制44・5十5・82一
    15%以下有54Z2+5.0アー
   無25448十ム45一
    て5～ろ0%有125t1±450
   無124a7十5,24一
    50%以上有655.6±4ア5
 第6表生体脂肪量と肝機能
       昔幽瓶1.1.1≧11-鴫P≧沁コ■一TT,①..凶単位『TF'T.』≧+一qCE≧昔Gro3二≧+一
        209以下て81(56)5(16,7)1(56)〔}oo
        20～50%122(167)3250)2(1改7)マa5)0o
        50%以上202(1ao)15(750)2(ゴαo)21ao)1(50)1(駒)
        合計505(凪。)21(42.c)5(1αo)5(丘。)1(2.o)1(2.o)
 擦納%
 ～57一
 再三・
審査結果要旨
 肥満は諸種疾患との密接な関係から最近とみに注目されつ1あり,これに伴い肥痩の直接の尺
 度として・生体脂肪量の測定の意義も増大しつつある。
 生体脂肪量測定には,比重の測定より求める方法と,水相分析による方法とが知られている。
 Bro蒼dk&KeysはAn域P陛ineSpaceとR五dan8皿ceとより体脂肪量を求める式を考案した。
 著者はBro聾k&Key8の式に従って・体脂肪量を85例について測定し,性,年令,体重との1
 関係を調べ,太法について検討を加えた。併せてSP6ciaIspringCaliperを用いて計測した皮
 厚と生体脂肪量との関係,叉肥満と関連ありと考えられる諸種臨床検査成績との対比を行なった。
 以下その成績を述べる。
 窪)正常体重者42例の生体脂肪量の平均は2t3牛5・55%であった。
 2)肥満の程塵ifBroca指数)との関係は体重増加に'伴い,体脂肪量は直線的な増加を示した。
 3)性、年令との関係をみると,女子は男子より,又高年者は若年者より体脂肪量が大であ
 った。
 4)体重増加に伴う生体組織の変化は,正常体重者では脂肪の増加が57%を占めた。
 5)体脂肪量と皮厚とは・いづれも有意な正の直線関係にあり・轄に背部
 皮厚と最も高い相関を示し・皮厚測定は肥満の程度を推定するのに有意義で
 あるといえる。
 6♪B・S.R値は肥満と関係があると云られてし.・るが艶体脂肪量30%以上の例ではB.S、P異
 常が高率にみられた。しかしその他の肝機能検査では有意の差が認められなかった。叉RS.R異
 常に対し,体重増加に基づく投与量が問題とされるので,標準体重に.より投与し再検したが,そ
 の半数以上は依然として異常値を示し・消失率の減少にもとづく.ことが考えられた。
 7)血清脂質は・高血圧・冠性心疾患等の心血管系合併を有する例につき'地交したが,体
 脂肪量の大なる群では,総コ.レステ・一ルは一般に高値を示すが,燐脂質は大差無く,.従って
 C/P比は一般に大であった。
 8)心臓横径及び'朗市係数は体脂肪量の多い群に増大してお蛎特に心血管系疾患の合併し
 ているものに著明である。
 9)心電図所見では体脂肪量が増すにつれ・・左軸偏位半水平位,・水平位をとるものが増加す
 るが・心血管系疾患を合併する群に多かった。
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